
　第１回掛川市・袋井市新病院建設準備会（10月2

日開催）では、新病院の建設に向けての具体的な協

議を行うため、今後、早急に協議会を設置すること

が必要であるとの合意が図られ、この経過等につい

て報告がなされた。

　また、協議会の名称は「掛川市・袋井市新病院建

設協議会」とし、平成20年度末を目途に、新病院像、

建設規模、建設場所、建設時期等を協議していくこ

とが提案された。

　これに対し、委員から「この協議会は、どのような

性格のものか。協議会における協議事項について、

市議会の意思確認をどうしていくのか。また、新病

院の建設場所についての市長の基本的な考えは」

等の質問があった。

　これに対し、当局から「合併協議会とは異なり、法

定の協議会ではなく両市長の諮問機関的な位置づ

けとなる。協議会を進める中で、段階ごとに協議事

項についての確認を市議会にとっていく必要がある。

場所については、袋井市民にとって不都合にならな

いようにというのが基本線であるが、両方の市民に

とって不都合にならないようにということだと認識

している。」との考えが示された。

袋井市民病院問題特別委員会より

　11月10日から始まった「新病院建設に向けて

の市民説明会」の開催結果についての報告をはじめ、

12月26日に開催される第１回掛川市・袋井市新病

院建設協議会における規約、協議会委員の構成案、

協議会幹事会の構成委員、協議会での協議方法、今

年度予算案等についての説明があった。

　これに対し、委員から「協議会設置の目的として、

両市民のための病院であることを明確にすること

が望まれる。会議の合議の規定は過半数での表決

とされているが、問題とならないか。コンサルタン

トへの業務委託については、費用対効果が得られる

よう進めてほしい」等の意見があった。

　これに対し、当局から「新病院建設の目的は、両

市民に質の高い医療を安定的に提供することであ

ることを明確にしていきたい。表決は、基本的には

全会一致が望ましいが、協議会としての意思決定を

出していく必要があるため、ご理解いただきたい。

コンサルタントへの委託は、新病院建設という専

門的な領域における課題を総合的に構築する能力

を持っていることから必要不可欠である」との考え

が示された。
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市民病院問題に対する市議会の取り組み状況

　市議会では、医師不足等、市民病院が抱える諸問題を解決に導くため、平成18年6月定例会において袋井市民病

院問題特別委員会を委員10名体制で設置し、平成19年2月には新病院は掛川市との合同設置が望ましいとする“今

後の病院のあり方に関する検討委員会”の提言を支持する内容を含む提言を市に対して行いました。その後、新病院

統合に向けての気運が高まり、集中的な審議が必要となった

ことから、平成19年12月定例会において委員定数を26名

に変更し、全議員体制で市民病院問題に対して取り組んでい

くことにしました。

　なお、12月21日に発足した「掛川市・袋井市新病院建設

協議会」へは、市議会を代表し、議長をはじめとする4名の議

員が参画することになりました。

　以下は、最近開催された袋井市民病院問題特別委員会で

の主な内容です。

一 般 質 問市 民 病 院 問 題
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村松　尚 議員

問　4車線化実現のために、国・県への要
望はどのように対応したか。 

答　「島田磐田間バイパス建設促進期成
同盟会」を通じた要望活動のほか、さまざ
まな機会をとらえて国･県に強く要望して
いる。さらに本年度は、新天竜川橋の関連
工事が完成することを受け、磐田市ととも
に両市長、議長、商工会議所会頭で、国土交
通省と中部地方整備局、県選出の国会議員
に「国道1号磐田･袋井バイパス4車線化
整備促進に関する要望活動」を行った。今
後も近隣自治体との連携を緊密にし、国･
県に強く働きかけていきたい。

久能地区内の3級市道整備の考えは

国道1号バイパス4車線化
実現に向けて

海岸保全の考え方は

問　住宅密集地での道幅の狭い市道の整
備は、今後どのように行っていくのか。 

答　久能地区内の生活道路は、地元要望に
基づき3級市道の拡幅整備に着手している
が、引き続き地元と土地所有者の承諾が得
られていることを条件に、沿道利用等を総
合的に判断し順次整備をしていきたい。

答　今後とも各種イベントを通した交流や
市ホームページなどを活用した情報の交
流などを進めていく。友好都市との交流を
活発にしていくためには、市民の盛り上が
りも大切なため、今後も市民ともどもの交
流を願っている。

問　浅羽海岸は、海岸浸食や農地の荒廃、
悪臭と多く問題が取り上げられているが、
特に松くい虫による松枯れは見るも無残
な状況である。グリーンウェーブキャンペー
ンで植樹した防風林帯を次世代に継承す
る取り組みは。 

答　地元自治会が主体となって、小学生、
中学生や市内の協力企業にも参加を呼び
かけるなど、市民と行政が一体となって次
世代に継承できる組織づくりを進めること
が必要であると考えている。

浅羽海岸付近の松枯れの様子

国道１号バイパス

発足後、初めて開催された協議会（12月26日）

ふくろい市議会だより

戸塚　和 議員

友好都市との交流はどうか

問　市民と行政が一体となり、北杜市・塩尻
市と、文化・交流・スポーツの交流を通して
積極的に意義のある交流を望んでいるが。 


